
 

平成 28年 10月 31日 

各  位 

 

会社名 株 式 会 社 メ デ ィ ネ ッ ト 

代表者名 代表取締役会長兼社長 木村 佳司 

 （コード番号：2370東証マザーズ） 

問合せ先 取締役管理本部長 宮 本  宗 

 （ T E L  0 4 5 - 4 7 8 - 0 0 4 1 ） 

単体決算における子会社株式評価損および貸倒引当金繰入額の計上に関するお知らせ 

当社は、平成 28 年 9 月期個別決算において、下記のとおり子会社株式評価損及び貸倒引当金繰入額を計

上することになりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 子会社株式評価損の内容 

当社は、連結子会社である株式会社メドセル、株式会社医業経営研究所に係る株式について、実質価

格が低下したことから個別財務諸表において子会社株式評価損 263 百万円を特別損失に計上いたしま

す。 

 

（子会社株式評価損の内訳） 

株式会社メドセル   200百万円 

株式会社医業経営研究所   63百万円 

 

2. 貸倒引当金繰入額の内容 

当社は、債務超過となっている連結子会社である株式会社メドセルに対する債権に対して、平成 28 年 9

月期個別財務諸表において、貸倒引当金繰入額を特別損失に計上いたします。 

 

（貸倒引当金繰入額の内訳） 

株式会社メドセル   223百万円 

 

3. 特別損失の発生に至った経緯 

株式会社メドセルは、当社グループの中で細胞医療製品の開発を担っており、日本国内での細胞医療

製品の製造、販売を目指しております。しかしながら、現在は研究開発費の支出が先行している状況にあり

債務超過となっており、収益獲得までにはまだ時間を要する見込みであることから今回の判断に至っており

ます。 

株式会社医業経営研究所は、当社グループの免疫細胞療法総合支援サービスの拡大のため、細胞医

療を行う医療機関に対して、細胞医療に関する経営コンサルティングや細胞医療設備の賃貸等を行って

おりますが、受注が期待通りには伸びず損失を計上していた時期が続き、累積損失が増加しておりました。

同社は平成 28年 9月期においては黒字化する見込みですが、株式の実質価格の回復には相当の期間を

要すると判断し子会社株式評価損を計上いたします。 



 

 

4. 業績への影響 

上記、子会社株式評価損及び貸倒引当金繰入額は、個別財務諸表で計上されるものであり、連結財務

諸表においては相殺消去されるため、平成 28年 9月期連結業績に与える影響はありません。 

以上 

 


